






























(5)は「地理的学習能力」として，岩田 (1984) (6) 
は「地理的見方」をそれぞれ述べている。また，
生徒の発達段階に注目したものには出石 (1970)








































































































































































































18(48.6) I 8(21.6) 
7 (18.9) 3 (8.1) 
-----------------------------------------------------
〔地理的技能〕
・図，統計，表，グラフなどを読みとり・表現・活用する能力 19 (51.4) I・15 (40.5) 
---------------------一------------------------------・〔地誌的な知識〕
・広範囲にわたる地誌的な知識を身につけていること 16 (43.2) 117 (45.9) 
・統計数値や時事問題などの最新の情報を身につけていること 8(21.6) 7(18.9) 
_____________________ J ____________________ _ 
（受験上の知識〕
・進学や就職に向けた入試問題の傾向をつかむ能力 2 c 5.4) I 10 (21.0) 
----- ---・ 
その他 1 c 2.1) I 2 < s.4) 





















































































































































































て，思考判断のスキル (Thinking Skills), 体
験的なスキル (Practical Skills) , 社会的な
スキル (Social Skills), 価値を見極めるスキ

































断のスキル (Thinking Skills) は，情
の収集 (Data Gathering), 情報の理解
(Comprehension) , 情報の組織化 (Processing), 
価値判断 (Evaluating), 地図化 (Mapping),
(Field work) , 測定と
(Measurement and Calculation) , 映像資料
の活用 (Using Visualseading) , モデルの使用











': ・事象のパターンとプロセスの観察 ： 
： ・データの処理と加工
I I • 測定方法の理解・表の作成，計算 ： 
・グラフの使用と作製
f I • 写真スケッチ，ダイヤグラムの利用 ： 
： ・略画等の使用
モデルの使用と作製 I I ・地球儀，立体地固と模型，流線図，都市 ： 






















フィールドワーク (Field work), 測定と
(Measurement and Calculation), 映像資料
の活用 (Using Visualseading) , モデルの使用
と作製 (Using and/or Making Models), 














































































































































































































































































〔第 1時：「世界の食事」・「世界の住居」のVTR視聴〕 ： 
導 I・NHKビデオ教材・世界の生活と文化シリーズ『食事編』（帝国書院）を，：①情報の収集
約 24分視聴させる。
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まとめ •第 2 時までの食・住の資料をもとに，生徒を 5 つの班に分け，極北地方に：学習のプロセス
と 暮らす人々 (1班），乾燥地域に暮らす人々 (2班），高山地域に暮らす人々：の他の事例への
発 (3班），食事文化 (4班），伝統的な家屋 (5班）の内容で，それらが自然：応用
表 条件，社会条件，生活・文化，との関わりから生まれた背景を考察させ，班：
ごとにまとめ代表者に発表させる。 ：考えの共有化
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